
三
、
軍
医
学
校
の
野
戦
衛
生
勤
務
教
育
に
用
い
ら
れ
た
野
戦
衛
生

勤
務
講
授
録
は
、
軍
医
一
名
あ
た
り
の
戦
傷
者
処
置
能
力
を
五
十
名

と
記
述
し
て
い
る
。

四
、
大
正
七
年
、
第
十
二
師
団
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
師
団
は
出
兵
に
先
立
ち
、
戦
時
編
制
に
基
づ
き
編
成
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
時
編
成
さ
れ
た
第
一
、
第
二
野
戦
病
院
の
軍
医
及
び
薬
剤
官

の
数
は
両
院
共
軍
医
十
名
、
薬
剤
官
二
名
で
あ
っ
た
。

五
、
大
正
十
一
年
改
正
さ
れ
た
戦
時
編
制
の
改
正
理
由
書
に
は
、

第
四
野
戦
病
院
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
を
保
有
さ
せ
た
た
め
の
人
員
増

以
外
に
は
、
野
戦
病
院
の
編
制
改
正
に
つ
い
て
何
等
触
れ
て
い
な

い
。

以
上
の
資
料
に
よ
り
検
討
を
行
っ
た
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
）

昨
年
に
つ
づ
き
今
回
は
、
主
と
し
て
日
本
医
療
団
（
以
下
・
医
療

団
と
略
す
）
の
戦
時
中
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

医
療
団
設
立
の
趣
旨
は
、
国
民
体
力
の
向
上
に
関
す
る
国
策
に
即

応
し
、
医
療
の
普
及
向
上
を
図
る
、
と
い
う
も
の
で
、
当
時
、
亡
国

病
と
い
わ
れ
た
結
核
の
早
期
撲
滅
と
無
医
地
域
の
解
消
を
具
体
的
な

目
標
と
し
た
。
そ
の
事
業
内
容
及
び
計
画
の
大
要
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

一
特
別
体
系

こ
れ
は
結
核
対
策
で
、
全
国
の
公
共
立
結
核
療
養
所
（
約
二
万

床
）
の
統
合
と
、
三
年
間
で
十
万
の
結
核
病
床
を
建
設
す
る
計
画
を

た
て
、
各
道
府
県
に
そ
の
結
核
死
亡
数
に
応
じ
て
建
設
数
を
割
当
て

た
。

日
本
医
療
団
（
第
二
報
）

ｌ
戦
中
・
戦
後
の
活
動
と

一
般
体
系
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
・
新
潟
県
Ｉ

佐
久
間
温
已
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I

完
成
し
た
病
床
数
は
二
九
、
一
二
三
床
で
、
目
標
達
成
率
は
二
九
．

二
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

二
一
般
体
系

結
核
以
外
の
疾
患
を
扱
う
多
く
の
総
合
病
院
と
、
そ
の
傘
下
に
無

医
地
域
を
解
消
す
る
多
数
の
診
療
所
を
建
設
し
、
医
療
公
営
の
体
制

づ
く
り
を
目
標
と
し
た
。
軍
病
院
・
日
赤
・
済
生
会
な
ど
の
特
殊
病

院
を
除
き
、
公
立
や
産
業
組
合
立
の
病
院
を
傘
下
に
お
さ
め
、
さ
ら

に
新
設
も
し
て
、
関
東
と
関
西
に
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
、
五
○
○
床
程

度
の
中
央
総
合
病
院
、
都
道
府
県
の
中
心
地
に
二
五
○
床
程
度
の
中

し
か
し
、
戦
争
の
進
展
に
つ
れ
目
標
達
成
は
不
可
能
と
な
っ
た
の

で
、
十
八
年
七
月
以
降
、
既
設
の
建
物
を
利
用
し
快
復
可
能
な
青
壮

年
の
軽
症
結
核
患
者
を
収
容
治
療
す
る
奨
健
寮
の
開
設
（
目
標
は
五

万
床
）
に
重
点
を
移
し
た
。
二
十
年
度
末
に
お
け
る
そ
の
実
績
を
次

表
に
示
す
。

結
核
療
養
所

奨
健
寮

舅尭嶬|週
営
中
床
数

一
九
、
四
七
一

九
、
壱
四
一
一

菫|:|鷺
計
画
中

施
設
数
床
数

’
五
、
二
西

計
画
し
た
病
院
数
六
三
七
に
対
し
、
完
成
し
た
の
は
一
四
八
に
す

ぎ
ず
、
目
標
達
成
率
は
二
三
・
三
％
で
あ
っ
た
。

三
産
院
の
開
設

大
東
亜
共
栄
圏
完
成
に
要
す
る
人
的
資
源
確
保
を
目
指
し
て
、
産

業
都
市
を
中
心
に
多
数
の
産
院
を
開
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
二

｜
運
営
中

一
施
設
数
床
数

中
央
総
合
病
院
一
召

本
部
直
轄
病
院
二
一
一
蚕

都
道
府
県
中
央
病
院
冨
一
、
三
七

地
方
病
院
一
三
貢
堂
酉

診
療
所
三
一
言

央
病
院
四
七
カ
所
、
都
道
府
県
の
枢
要
地
に
五
○
床
程
度
の
地
方
病

院
五
八
八
ヵ
所
、
そ
の
傘
下
に
多
数
の
診
療
所
を
配
置
す
る
と
い
う

大
計
画
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
無
医
村
対
策
と
し
て
十
八
年
八
月
、
日
本
医
師
会
の
行

う
無
医
村
挺
身
診
療
に
積
極
的
に
協
力
す
る
な
ど
の
具
体
的
方
策
を

示
し
た
「
無
医
村
対
策
要
綱
」
を
策
定
し
た
。
一
般
体
系
の
二
十
年

度
末
の
実
績
は
次
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

｜
工
事
中

葹
設
数
床
数

一
八
九
つ
三

六
Ｉ

兎｜｜蘆|計
六
五
つ

|雲|||鱸
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十
年
度
末
の
実
績
は
、
運
営
中
が
四
カ
所
（
六
五
床
）
、
計
画
中
が

一
カ
所
（
二
○
床
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

四
医
療
要
員
の
教
育
と
養
成

こ
れ
も
充
分
な
こ
と
は
で
き
ず
、
各
地
の
結
核
療
養
所
で
看
護
婦

の
養
成
は
行
わ
れ
た
。

五
戦
時
医
療
の
基
幹
組
織

二
十
年
四
月
二
日
の
閣
議
決
定
「
戦
時
医
療
惜
置
要
綱
」
で
、
政

府
の
指
定
す
る
病
院
、
診
療
所
を
医
療
団
に
統
合
し
、
空
襲
及
び
予

想
さ
れ
る
本
土
決
戦
で
の
負
傷
者
の
救
護
を
含
め
、
戦
時
国
民
医
療

の
中
心
的
組
織
と
な
る
役
割
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
後
の
動
き

敗
戦
後
も
な
お
戦
時
中
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、
若
干
の
療
養
所
や

診
療
所
が
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
で
戦
時
の
国
策

機
関
は
解
体
さ
れ
、
早
晩
医
療
団
に
も
解
散
命
令
が
で
る
と
予
想
さ

れ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
自
主
的
に
解
散
し
よ
う
と
、
二
十
二
年
四
月

一
日
、
ま
ず
全
結
核
療
養
所
八
十
一
ヵ
所
と
奨
健
寮
十
一
カ
所
を
国

に
移
管
し
、
医
療
団
は
同
年
十
一
月
一
日
に
解
散
し
た
。
し
か
し
傘

下
に
な
お
四
○
八
カ
所
の
施
設
を
有
し
、
そ
の
性
質
上
業
務
を
停
止

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
日
常
診
療
を
続
け
て
い
た
が
、
そ
の
処
分

は
、
そ
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
医
療
制
度
審
議
会
の
答
申
を
待
っ

て
、
主
と
し
て
地
方
自
治
体
に
売
却
さ
れ
、
そ
の
経
営
に
移
っ
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
で
評
価
額
が
上
り
、
相
当
の

売
却
益
が
で
た
の
で
、
医
療
団
傘
下
に
あ
っ
た
療
養
所
、
公
立
病
院

二
二
○
施
設
に
総
額
約
七
億
円
の
設
備
充
実
助
成
金
を
還
元
し
た
。

医
療
団
が
戦
後
医
療
に
残
し
た
も
の
は
、

㈲
結
核
療
養
所
を
国
に
移
管
し
た
の
で
、
国
が
本
格
的
に
結
核
対

策
に
の
り
だ
し
た
こ
と
、

口
多
く
の
施
設
が
地
方
自
治
体
に
売
却
さ
れ
、
医
営
の
公
営
化
が

す
す
ん
だ
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

戦
時
下
で
人
的
・
物
的
資
源
の
不
足
な
ど
諸
食
の
悪
条
件
が
あ
っ

た
も
の
の
、
医
療
団
は
結
果
的
に
み
て
失
敗
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
各
界
に
、
中
央
集
権
的
な
医
療
制
度
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
の
教

訓
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
新
潟
県
は
他
の
都
道
府
県
に
比
し
、
と
び
ぬ
け
て
多
い

医
療
団
施
設
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
は
医
療
団
理
事
の
三
宅
正
一
が
産

業
組
合
立
病
院
を
設
立
し
た
実
績
を
ふ
ま
え
て
、
新
潟
県
を
医
療
団

一
般
体
系
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
結
果
で
、
そ

の
後
の
地
域
医
療
に
果
し
た
そ
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
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詞

予
定
で
あ
る
。

（
西
尾
市
民
病
院
）

昭
和
九
年
二
月
二
十
二
日
に
下
賜
さ
れ
た
恩
賜
金
七
十
五
万
円
を

当
初
の
基
金
と
し
て
、
同
年
三
月
十
三
日
に
発
足
し
た
恩
賜
財
団
愛

育
会
は
、
本
部
を
東
京
港
区
南
麻
布
に
お
い
て
機
関
誌
『
愛
育
』
の

発
行
配
布
な
ど
を
行
い
、
幼
稚
園
、
保
育
室
、
養
学
校
、
心
理
治
療

室
、
病
院
、
研
究
所
な
ど
を
各
地
に
設
け
、
近
代
的
な
医
療
の
普
及

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
愛
育
会
の
行
っ
た
諸
活
動
の
う
ち
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ

き
は
、
〃
愛
育
村
″
活
動
で
あ
る
。
農
山
漁
村
な
ど
の
う
ち
か
ら
乳

幼
児
死
亡
率
の
高
い
村
々
を
全
国
に
お
い
て
抽
出
指
定
し
て
〃
愛
育

村
″
と
し
、
そ
の
村
を
中
核
と
し
た
地
域
に
出
産
お
よ
び
保
育
を
中

心
と
し
て
医
療
各
科
に
関
す
る
実
践
、
啓
蒙
、
普
及
な
ど
に
努
め
た

の
で
あ
る
。
明
治
以
来
の
地
方
の
近
代
化
、
と
く
に
医
療
面
に
お
け

る
近
代
化
の
上
に
果
し
た
功
績
は
、
相
当
な
と
こ
ろ
ま
で
評
価
さ
れ

愛
育
村
医
療
活
動
の
一
事
例

ｌ
神
奈
川
県
中
郡
高
部
屋
村
Ｉ

奥
富
敬
之
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